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Abstract 

With 333 female students whose age were 19-22yrs in Aichi, Tottori and Fukuoka 

prefectures, the purpose of this study was to examine their present height, weight, morｭ

phological characteristics, a satisfaction degree for their present body and dietary conｭ

ditions, to obtain these data, and to compare with characteristics of these topics beｭ

tween difference of present weight and ideal weight (PI-dif.). For this purpose, subjects 

were divided into three groups by the result of mean and standard deviation (SD) of PI 

-dif. The three groups which were the great difference group ( G; mean+ ISD of PI-dif), 

little difference group (L; mean ISD), and the middle degree group (M; meanｱ0.5SD) 

between G and L. Morphological characteristic and dietary conditions were measured 

by self"check list. A satisfaction d巴gree for their present body, diet experience, daily exｭ

ercise, smoking and drinking by original questionnaire. Results were as followings; 

1. Average height, weight and BMI (Body Mass Index) of all subjects were 158.0cm, 

52.3kg and 20.9 respectively. The ideal values were 161.3cm of height, 47.2kg of weight 

and 18.2 of BMI. 
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2. The sufficient rates of nutrition intake per day were low percentages (59-89%) from 

standard intake (100%), there were no differences of them among three groups. 

3. Any differences were recognized in the leg, the ankle, the upper part of a body and 

th巴 body weight between every group relating to a satisfaction degree for pr巴sent body. 

4. There were significant percentages in diet experience between G (53%) and M (45%) 

or L (22%) group, and G (31%) and M (27%) or L (20%) group in daily exercise. 

According to these results, it was suggested that there were some invisible problems 

relating to eating habits and self consciousness of a body based on a degree of presentｭ

ideal body weight difference in f白male students. 
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緒 百

現代，若年期の女性はメディアによる「痩身キャ

ンペーンJ にさらされておりヘ多くの研究者が若

年期女子の痩せ志向を指摘している 2）叫。 19歳から

20歳の女子学生に関する調査では，自分の体格につ

いて標準体重者の92.8%，痩身傾向者の43.5%が太っ

ていると思っており， BMI (Body Mass Index) 

の基準で分類した場合に約94%の痩せ志向者が減量

の必要のない標準体重者か痩身傾向者であった11）。

このように若年女子を中心とした「痩せ願望」の拡

大により 1ぺその多くは肥痩に関係なく減量（いわ

ゆる「ダイエット」）を試みている凶～15）。

一方，肥満は体内に脂肪が過剰に蓄積された状態

であり，過体重は，必ずしも肥満ではない。しかし，

多くの女性は「太り過ぎ」あるいは「やせすぎ」の

判断を体重をもとに行っている場合が多い九体重

は身体に対するイメージの基本的因子のひとつであ

りぺ医学的標準の影響よりも，文化的な基準の影

響が大きいとされている問。「ダイエット」流行の

一因は，本来は医学的・自覚的に適性として判断さ

れる体重に対して，文化的影響をうけた理想、値が大

きく議離していることが考えられる。切池は「拒食

症」「過食症」といった摂食障害の増加の背景には

「ダイエット」の流行があるとしている凶。若年期

女性において体重の理想値と現状値のずれは，「ダ

イエット」行動を誘発し，摂食障害を引き起す危険

性があると考えられる。

本研究では，女子大学生を対象に身長，体重の計

測を実施し，また質問紙法による理想の身長と体重，

身体に対する満足度，運動の実施状況，生活習慣お

よび食事摂取状況等について調査し，現体重とその

理想、値との差に注目し，その差の多寡が異なる集団

では，身体に対する満足度や栄養状況および日常の

生活活動に違いがみられるかについて明らかにする

ことを目的とした。

方法

調査の対象者は，愛知県，鳥取県，福岡県の大学，

短期大学，女子大学の 18～22歳の女子学生333名で

あった。調査は，平成 9年～平成11年にかけて独自

に作成した質問紙を用いておこなった。アンケート

調査の実施に際し，対象者には調査の目的，内容に

関する具体的な説明，および個人データの保護につ

いて十分な理解を得た上で，任意に協力を求めた。

アンケートは自記記名式で記入に要する時間は概ね

30分程度とした。アンケート項目としては理想とす

る身長と体重の記述，身体の部位別満足度，運動習

慣，就寝時刻，起床時刻，喫煙習慣の有無，飲酒習

慣の有無，「ダイエット」（痩身・減量）経験の有無

等であった。アンケートと同時に形態の測定と栄養

調査も行った。栄養調査は市販の栄養診断ソフト

「ヒロミの栄養診断」を用いた。調査した各自の栄

養素の充足率と脂肪エネルギー比を算出した。また，

体重の理想、増減量（現在値からどれだけ増やしたい

か・減らしたいか）の差から，現体重との差が大き

い群（大差群） : lOkg 以上減（mean+lSD 以上），

差が中程度の群（中程度群） : 4kg 以上～ 7kg 以

下減（mean±0.5SD 以内），差が小さい群（小差群）

: 1 kg 以下減（mean-lSD 以下）に分け，各項目

を比較した。

調査対象者の属性及び理想、値と身体に対する満足

度，各栄養素の充足率，脂肪エネルギー比率につい

ては， Kruskal-Wallis の検定法を用いた。下位検
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定は統計量を t値とする Ryan 法を用いた。運動，

喫煙，飲酒の各習慣と過去の「ダイエット」の経験

については， 2行 3列の x ＇ 検定法を用いた。下位検

定は Ryan 法を用いて 2行 2 列の x ＇ 検定法を用い

た19）。いずれの検定方法も，危険率 5%以下を有意

とした。

結果

調査対象者の身長，体重， BMI 及びそれらの理

想、値と理想増減値について，全体と各群別で表 l に

示した。全体の平均身長は158.0cm で理想平均身長

は161.3cm で，実際より 3.3cm 高かった。身長に関

する群別比較では，どの項目にも有意差は認められ

なかった。平均体重は52.3kg で理想平均体重は47.2

kg で，実際より 5.lkg 少なかった。全体の BMI の

平均値は20.9であり，日本肥満学会の基準では正常

の範囲内にあった。 BMI を基に，やせ (18.5未満），

普通（18.5以上～25.0未満）及び肥満（25以上）に

分類した場合，やせは23% (76名），標準は66%

(222名），やや太めと太めは11% (35名）となった。

理想 BMI は18.2であった。理想、体重及び理想、 BMI

の項目においても各群聞で有意な差は認められなかっ

た。現体重と理想体重との差の関係について図 1 に

示した。現体重と理想体重との差は y= 0.45x 十

18.16に回帰し有意な負の相関（r＝一 0.73）がみら

れた。そのため，現体重と体重の理想増減量（理想

値差）の大部分が示す現体重40～60kg 区間には，

その理想値差が「ゼロJ の者がみられた。

表 2 には身体に対する満足度を全体と各群別で示

した。本研究で用いた満足度は，平均を「3 （普通，

まあまあ，とくに不満も満足もない）」とする 5段

階評価であった。分析対象者の自分の身体に対する

満足度は全ての項目が平均値より低値を示した。顕

著に低値を示した項目は，「腹j 「大腿」「ヒップ」

「下腿j 「脚」「下半身」「体重」であった。各群の比

較では，全ての群間で有意な差が見られた項目は，

「下腿」，「足首J，「上半身J 「体重J であった。大差

群に対して中程度群と小差群で有意な差が見られた

項目は，「全体」，「腹J 「背中J, r大腿」，「ヒップJ,
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図 1 現在の体重と理想体重との差の関係

80 

表 1 分析対象者の属性及び理想値

全体 大差群 中程度群 小差群

（平均＋ lSD 以と） （平均土0.5SD) （平均 lSD 以下）

N=333 N=72 N=lll N=44 

身長 158.0士5.1 158.4ｱ5.0 157.5ｱ5.2 158.7ｱ5.5 

理想、身長 161.3士4.1 161. 7土4.5 160.8ｱ4.4 161.4土3.6

理想増減 3.2土4.4 3.3ｱ4.8 3.4ｱ4.9 2.7ｱ3.8 

体重 52.3土6.6 59.3ｱ7.1 52.4±4.1※ 47.2土6.2※ T

理想体重 47.2士4.7 48.4ｱ6.4 47.3ｱ4.0 47.6土6.1

理想増減 -5.1ｱ3.9 一10.9±2.1 -5.1±0,9※ 0.4土 1.5※ T

BMI 20.9ｱ2.3 23.6ｱ2.4 21.1±1.3※ 18.7±1.9※ T 

理想 BMI 18.2ｱ1.7 18.5ｱ2.4 18.3ｱ1.7 18.2ｱ1.9 

平均値士標準偏差
BMI : Body Mass Index 
※： p<0.05 （中程度群，小差群 vs 大差群）
t : p<0.05 （小差群 vs 中程度群）
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全体

顔

顎

首すじ（うなじ）

髪型

肩

腕（上腕・前腕）

手（指・爪）

胸・バスト

腹（腹部・下腹部）

背中

大腿（もも）

ヒッフ

下腿（ふくらはぎ）

脚（大腿と下腿）

足（指・爪）

足首

上半身

下半身

身長

体重

全体

N=333 

2.2ｱ0.8 

2.4ｱ0.8 

2.6ｱ0.9 

2.9ｱ0.7 

2.8ｱ1.0 

2.6ｱ0.9 

2.3ｱ1.0 

2.6ｱ1.0 

2.3ｱ1.0 

1.7ｱ0.9 

2.5ｱ0.8 

1.6ｱ0.8 

1.8ｱ0.9 

1.9ｱ0.9 

1.8ｱ0.9 

2.6ｱ0.8 

2.5ｱ0.9 

2.2ｱ0.8 

1.8ｱ0.8 

2.8ｱ1.1 

1.9ｱ0.9 

表 2 身体の満足度

大差群 中程度群

（平均＋ lSD 以ヒ） （平均±0.5SD)

N=72 N=lll 

1.8土0.9

2.3土0.9

2.5土0.9

2.8土0.6

2.9士 1.0

2.4土 1.0

1.8ｱ0.9 

2.5ｱ1.1 

2.5士 1.0

1.3ｱ0.8 

2.2ｱ0.9 

1.3ｱ0.6 

1.5ｱ0.7 

1.4ｱ0.6 

1.4ｱ0.8 

2.4ｱ0.9 

2.1ｱ0.8 

1.9ｱ0.7 

1.4ｱ0.7 

2.6ｱ1.0 

1.3ｱ0.6 

2.1 土0.7※

2.3ｱ0.8 

2.6ｱ0.9 

2.9ｱ0.8 

2.7ｱ1.0 

2.7ｱ0.8 

2.2ｱ0.9 

2.5ｱ1.0 

2.4ｱ0.9 

1.6土0.8※

2.5±0.8※ 

1.5±0.7※ 

1.6±0.8※ 

1.9土0.9※

1. 7土0.8※

2.6土0.8

肌の色艶 2.7ｱ1.0 2.8ｱ1.0 

2.5±0.8※ 

2.2±0.7※ 

1.6±0.7※ 

2.9ｱ1.2 

1.6±0.7※ 

2.8ｱ0.9 

平均値±標準偏差
※： p<0.05 （中程度群，小差群 vs 大差群）
t : p<0.05 （小差群 vs 中程度群）

エネルギー

タンパク質

脂肪

糖

繊維

鉄

Ca 

K 

脂肪エネルギー比率

平均値±標準偏差（%）

表 3 栄養素の充足率と脂肪エネルギー比率

全体 大差群 中程度群

N=333 

78土26

86土30

88土36

68土25

55土23

67土28

84ｱ40 

89土39

28土 6

（平均＋ lSD 以上） （平均±0.5SD)

N=72 

80土26

89土33

88土34

70土25

56土25

69土28

82土38

96土42

28ｱ 6 

N=lll 

79ｱ28 

86士31

91士40

67ｱ27 

55ｱ25 

67ｱ33 

86土42

85ｱ39 

29ｱ 7 

小差群

（平均一lSD 以下）

N=44 

2.8±0.7※ 

2.7±0.8※ 

2.8ｱ0.9 

3.0ｱ0. 7 

2.7ｱ0.9 

2.8ｱ0.8 

2.8±0.9※ T 

2.8ｱ0.9 

2.2ｱ0.9 

2.5±0.8※ 

2.9ｱ0. 7※ 

2.4±1.0※ 

2.4±0.9※ 

2.4ｱ 1.0※ T 

2.5±0.9※ 

2.8±0.8※ 

2.9±0.9※ T 

2.7±0.8※十

2.5±0.9※ 

2.8ｱ1.1 

2.8±0.7※ T 

2.4ｱ1.0 

小差群

（平均一lSD 以下）

N=44 

72土21

83土26

81土24

63土22

54土23

67土26

82ｱ35 

83ｱ31 

29土 7
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表 4 運動司喫煙哩飲酒の各習慣と過去のダイエット経験

全体 大差群 中程度群 小差群

（平均＋lSD 以上） （平均±0.5SD) （平均 lSD 以下）

Nニ333 N=72 

現在の運動習慣について

ある 26 31 

ない 71 64 

不明 3 5 

過去の運動習慣について

ある 86 89 

ない 14 11 

現在の飲酒の習慣について

ある 。 。

たまにある 28 22 

ない 72 78 

現在の喫煙の習慣について

ある 5 4 

たまにある 7 10 

ない 88 

過去のダイエット経験について

ある 40 

ない 46 

不明 14 

平均値土標準偏差（%）
※： p<0.05 （中程度群，小差群 vs 大差群）
t : p<0.05 （小差群 vs 中程度群）

86 

53 

31 

16 

「脚J，「下半身j であった。「腕」の項目については

小差群に対して大差群と中程度群で有意な差が見ら

れた。「足J，「顔」については大差群と小差群で有

意な差が見られた。

表 3 には各栄養素の充足率と脂肪エネルギー比率

を全体と各群別で示した。栄養素は全ての項目にお

いて59～89% と低い充足率を示した。また全ての項

目において各群聞で有意な差は認められなかった。

脂肪エネルギー比率は全体で28%，各群別において

も 28～29% を示した。生活活動強度を E とした場合，

この測定値は所要量に示された範囲に入っていた。

運動，喫煙，飲酒の各習慣と過去の「ダイエットJ

の経験について全体と各群別で表 4 に示した。現在

の運動習慣については，定期的にまたは曜日は特に

決まっていないが，週に 2 回以上で 1 回30分以上の

運動を実施する習慣とした。過去の運動習慣には小

学校から高等学校までの運動クラブを含めた。また

「ダイエット」とは痩身や減量を目的とした全ての

活動とした。現在の運動習慣については，大差群と

N=lll N=44 

27 20※ 

71 80 

2 。

88 89 

12 11 

。 。

34 34 

66 66 

5 4 

7 5 

88 91 

45 22※ T 

37 71 

18 7 

小差群において回答の比率に差が見られた。過去の

運動習慣，喫煙と飲酒の各習慣については各群間で

回答の比率に有意な差は認められなかった。過去の

「ダイエット」の経験については，小差群に対して

大差群と中程度群で回答の比率に有意な差が見られ

た。就寝時間は，最も早くて午後 8 時から 9時の間，

最も遅くて翌日の午前 2時以降，多くは午後12時か

ら翌日の午前 2 時までの間であった。起床時間は，

最も早くて午前 5時以前，最も遅くて午前11時から

正午までのあいだ，多くは午前 6 時から 8時の間で

あった。これらの項目について各群間で有意な差は

認められなかった。

考察

今回の調査で実測された身長，体重及び BMI は
先行研究州，叫川0ト鑓）と同程度であった。また理想、身

長，理想体重，理想 BMI についても先の報告側），

2帥）とほぼ同程度であった。今回の研究とこれまで

の報告から，理想の身長と体重及び BMI が，調査
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対象が異なるにも関わらず同程度の値を示している。

また図1にみられるように現体重と体重の理想増減

量の関係は負の相関を示し，ある一定の値で理想増

減量は O となり理想、値が出現する。なぜ理想形態が

一定値を示すのかについては不明である。一因とし

て若水は書籍・雑誌等に「理想j または「標準」と

して掲載される形態についての具体的な数字の影響

をあげているヘ女性の発育過程のなかで，この理

想値が形成される過程を明確にすることは，今後の

重要な課題と考えられる。若水は女子大学生の主観

的標準体重とは，医学的標準値（BMI から判定）

の正常範囲下限かあるいはそれより下であり，でき

うるならばその主観的標準体重よりもすこし少ない

体重で、あることを女子大生達は望んでいると報告し

ているヘ f也の多くの研究者も同様な報告をしてい
る 10

BMI の基準で、は「やせ」と判定されるイ直である。

このことは何らかのきつかけがあれば多くの女子大

学生が，なんら根拠を持たない主観的な「標準値J

に影響うけ医学的に必要のないあるいは間違った

「ダイエット」に陥ってしまう可能性を示している

のではないかと考えられる。

若年期女子を対象にした栄養摂取状況について，

多くの報告では栄養所要量に対する充足率について

多数の項目で不足あるいは不足傾向にあり，特にカ

ルシウムや鉄の不足が目立っている 7),10),23）叫－42）。本

研究では全ての項目において充足率が低値を示した。

今回のようなアンケートによる短期間の食事思いだ

し法での栄養調査では，誤差により摂取量が過小評

価されることがあること必）を考慮しでも，やはり

「食J に対する十分な配慮がなされていない可能性

が考えられる。一方，若年期の女性を対象としたア

ンケート調査では，あこがれの身体を手に入れるた

めに実施している方法として16%の人が食事制限と

回答している叫。女子短期大学生を対象にした石山

らの研究では「ダイエットJ の方法として57.5% の

人が食事に関しての方法と回答している刷。上記の

体重の「標準値」と栄養素充足率，及び「ダイエッ

ト j の現状を考えると，女子大学生の多くには，ま

ず自己の食生活のあり方について認識させ，食生活

のための有益な情報による「食」の教育が必要であ

ると考えられる。

次に，体重の理想増減量の差から分けた各群問で

各項目の比較をした場合，身長と形態の全ての理想、

値，栄養素の充足率，飲酒と喫煙の習慣，過去の運

動習慣については差が見られなかった。過去の「ダ

イエット」経験は小差群と他の群で回答の比率に有

意な差が認められた。また現在の運動習慣について

も大差群と小差群との間に回答の比率に有意な差が

認められた。このことは石山ら同も同様な報告をし

ており，大差群では自分の現状を運動や「ダイエッ

ト」といった方法で変えようと思っている人が多い

のではないかと考えられる。

身体に対する満足度の項目全体についてみると，

ほとんどの項目で大差群の得点が他の 2群に比べて

低値を示した。このことから現体重と理想体重の議

離が大きい人ほど自分の身体に対しては満足してい

ないことが明らかとなった。各部位別にみると各群

関全てにおいて差が認められたのは，「下腿J，「足

首J，「上半身J，「体重」であった。身体の各部位に

ついて理想的にはどのようにしたいかという高橋ら

の調査によると「腕」ゃ「足首j，「太もも」，「ふく

らはぎ」といった部位を細くしたいとする回答が多

い回。これらの部位は女性を対象としたアンケート

においても「ぜい肉がつくのがいやな部位」凶ある

いは「自分のボディで気になるところ J"i としてあ

げられている。本研究で群聞に差が見られた項目も

これらの報告と同様な部位であった。それに対して，

比較的自由になる「髪型」や「肌の色艶」，「足（指，

爪）J，「手（指，爪）」には大差群でも満足度か高かっ

た。また，身長のようにこの年齢以降ほぼどうにも

変えられないと考えられる部分にも群間では差がみ

られなかった。自分の身体に対する満足度の違いが

すぐに「ダイエット」に結びっくわけではない。し

かし，理想体重との議離も大きく，なおかつ自分自

身の身体にも満足していない状況は，自分の身体が

置かれている社会的状況を吟味する機会がないとす

ると，危険な「ダイエット」に陥る可能性があるの

ではないかと考えられる。

本研究では現体重と理想値との差の多寡が異なる

集団では，身体に対する満足度や日常の運度習慣に

違いがみられた。栄養状況は現体重と理想値との差

の多寡が異なる集団においても違いはみられなかっ

た。このことは現代の女子大学生には栄養や自己の

身体への認識などでいくつかの潜在的な問題の存在

を示唆しているように考えられる。こられの問題が

摂食障害のように顕在化しないためには，女子大学

生自らがいわゆる「標準値」の意味を考えること，

「食j のあり方を考えること，自己の身体を主観的

にも客観的にもよく知ること，自己の身体が置かれ
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ている社会状況を吟味することが必要であると考え

られる。また身体に対する満足度が低かった現体重

と理想値との差が大きい人にとっては，特に自己の

身体が置かれている社会状況を吟味することが重要

となる。大学における「健康J や「身体」「体育」

「保健」に関する授業の中では上記のことを考える

ための有益な情報を提示することと，自分の身体に

対する「気づきJ の機会を十分に与えることが必要

ではないかと考えている。
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